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京大広報 1990 5 1 
関する疫学調査を進めているほか，鉛とカドミウ
ムの人体負荷について，環境汚染対策が奏効しは
じめたばかりの1980年時点と，その成果が期待さ
，、，、’・ a’.，、，、，、，、，、，、，‘’.
保健コーナー
・.’a、，、，、，、，、，、’・’・”‘’‘，、，、
めまい症について
耳鼻科で扱う病気の一つに，めまい症がある。
めまいというと何を連想するだろうか。目が回る
忙しさとか，断崖絶壁から下を見て自がくらくら
した経験などは時々あることである。女性が余り
にもグラマーでめまいがした場合とか，思いがけ
ず目のくらむ大金を手にした，などというのは比
倫的な用法である。しかし典型的なめまい発作で
は，天井や壁がぐるぐる回って立っていられなく
なり，吐き気がして冷汗が出て，本人は恐ろしい
不安感に襲われる。
1861年フランスのメニエルとし、う医者が，めま
い発作のあと死亡したー少女を解剖した結果，三
半規管内に出血があり，内耳の障害によってめま
い症が起こることを見いだした。三半規管とは，
耳の奥の内耳という所にあって，体の回転を感知
する務官である。その後，多くの耳鼻科医によっ
て，いわゆるメニエル氏病というめまい症の一つ
が研究されたので，現在，主として耳鼻科でめま
い症が扱われる。
＊めまいとは何か
昔，ある外国の演劇で『めまい患者は周りの世
界が回るというそうだ』という台詞があったが，
耳鼻科医として興味を感じたのを覚えている。世
界が回ると感じるのは勿論錯覚である。それでは
何故そのように感じられるのだろうか。
めまい発作で病院へかつぎ込まれた患者の自を
フレンツェル眼鏡とし、う特殊な眼鏡で覗いてみる
と，不思議な目の動きが観察される。患者は正面
を見ょうとしているのであるが，目は勝手に左右
を行ったり来たりする。それも一方へは，ゆっく
り行き他方へは素早く動く。これは専門用語で眼
とう
球振盟というが，例えば目が右へゆっくり動く場
合，患者は周りが左へ動くような錯覚に襲われ
れる現時点とを比較するため，再度，全国規模で
血液中・尿中濃度や食物を介しての負荷量を実測
する計画を進めている。（医学部）
る。目が左へ素早く動くのは，一瞬であるので逆
方向のめまいは感じない。それで、世界は左へ動き
続けることになる。これがめまい発作で天井や壁
がぐるぐる回る理由である。それでは何故眼球振
混は起こるのだろうか。それを説明するには少し
面倒でも，体の平衡について説明しなければなら
ない。
本体の平衡とは
普の遊園地にはびっくりハウスというものがあ
った。これは小さな家の形をした装置で，中に入
ると床が揺れ出して今にも上下がひっくり返りそ
うになり ，びっくりするのだが，実際には床はあ
まり揺れておらず，壁の方が大きく揺れているの
である。人間の平衡の生理を巧みに使って錯覚を
起こし，平衡感覚を崩しているわけである。
人間には体の平衡を司るいろいろな感覚器官が
備わっており，意識するとしないとに関わらず，
常に体の状態を脳へ知らせている。一番わかり易
いのは目である。目は物を見るという働きの一部
として，自分の体の位置を脳へ伝える。関節や筋
肉にはその曲がり具合いや伸び具合いを感知する
器官がある。足の哀には体重のかかり具合いを感
知する神経が来ている。そして耳の奥の内耳とい
う所には，体の回転を感知する三半規管と，体の傾
きと直進運動とを感知する耳石器とし、う器官があ
る。脳はこのような器官から集まってくる体の情
報を総合して平衡を保つ指令を筋肉へ出す機能が
ある。三半規管は直接目に見えないのであまり馴
染みがない方が多いと思うが，実はとても強力に
目の動きをコントロールしている。それはこんな
実験でわかる。 自の前 30cm位の所に，一本指
を立てて，それを見つめたまま，首を左右に激し
く振ると，指は殆ど揺れずに一本のままみえる。
次に首を振らずに指を左右に振ると，今度はいく
ら目で追っても指は何本にもぶれて見える。首を
振った場合は三半規管が頭の回転を感知して，そ
れに見合った分だけ目を反対向きに動かしたの
-923-
No. 390 京大広報
で，指はぶれずに一本に見えたのである。驚くべ
きことには，この三半規管の働きは全く自動的に
起こっているのである。一方，頭を動かさずに指
を振った場合は，三半規管は全く動かないので，
目は指の激しい動きを追うことが出来なかったの
である。
＊体の平衡が崩れる時
体の平衡を保つ仕組みが崩れる原因には，大き
く分けて二つある。一つは，仕組みそのものは正
常なのに入ってくる情報が非日常的な場合で，具
体的には乗り物酔いや船酔いである。景色や床の
揺れ方動き方が普段と違うので，情報の整理がう
まくできなくなった状態といえる。このために吐
写真集企画委員会からのお願い
写真集企画委員会では，かねてより本学の歴史
に関係する写真等の資料を収集しており，教職員
・学生の方々にど協力をお願いしております。
（京大広報陥354参照）
き気や冷汗が出て，乗り物を降りた後で、も地面が
揺れる感じが残ったりする。もう一つの原因は感
覚器官や脳に病変がある場合で，代表的な病気と
してメニエル氏病がある。病変は片方の内耳で，
内リ ンパ水腫という状態が起こっていると考えら
れている。当然，三半規管も昨？与されるので，眼
球振誼が出現する。大半の場合二，三時間で発作
は治まってくるので，もしめまい発作が起こっ
たら，慌てずにしばらく安静を保つのがよし、。治
療はf抗めまい薬や循環改善剤が使われる。重症の
メニエル氏病には，内リンパ嚢開放術とL、う手術
が行われ，効果がある。
（保健診療所深津達也）
ご協力いただける方は，庶務部広報調査課（内
線2070,2073）までご連絡くださるようお願いし
ます。
米国教育使節団一行来学（昭和21年3月8日，時計台建物二階教官食堂（現庶務部））
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